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２．風疹ワクチン/風疹・麻疹ワクチン接種に関して 

  風疹は、ウイルスによって引き起こされる急性の発疹性感染症で、風疹へ

の免疫がない集団において、1 人の風疹患者から 5～7 人にうつす強い感染力を

有します。風疹ウイルスの感染経路は、飛沫感染で、ヒトからヒトへ感染が伝播

します。 

 症状は、不顕性感染（感染症を示さない）から、重篤な合併症併発まで幅広

く、特に成人で発症した場合、高熱や発疹が長く続いたり、関節痛を認めたりす

るなど、小児より重篤化することがあります。 

また、脳炎や血小板減少性紫斑病を合併するなど、入院加療を要することもあ

るため、決して軽視はできない疾患です。 

 風疹ウイルスに対する免疫が不十分な妊娠20週頃までの妊婦が風疹ウイル

スに感染すると、先天性風疹症候群の子どもが生まれてくる可能性が高くなり

ます。 

感染すると約 2～3 週間後に発熱や発疹、リンパ節の腫れなどの症状が現れま

す。風疹の症状は、子どもでは比較的軽いのですが、まれに脳炎、血小板減少性

紫斑病などの合併症が、2,000 人～5,000 人に 1 人くらいの割合で発症すること

があります。大人がかかると、発熱や発疹の期間が子どもに比べて長く、関節痛

がひどいことが多いとされています。 

 また、発疹の出る前後約 1週間は人に感染させる可能性があります。 
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 風疹ウイルスに対する免疫が不十分な妊娠20週頃までの女性が風疹ウイル

スに感染すると、眼や心臓、耳等に障害を持つ（先天性風疹症候群）子どもが出

生することがあります。（妊娠 1ヶ月でかかった場合 50%以上、妊娠 2ヶ月の場

合は 35%などとされています。） 

妊娠中の女性は予防接種を受けられないため、特に流行地域においては、抗体

を持たない又は抗体価の低い妊婦は、風疹が発生している地域では、可能な限り

不要不急の外出を避けていただき、やむを得ず外出する際には可能な限り人混

みを避けていただくなど、風疹にかからないように注意してください。 

また、妊婦の周りにいる人（妊婦の夫、子ども、その他の同居家族等）は、風

疹ウイルスに感染しないように予防に努めてください。 


